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研究成果の概要 

 冬の厳しい環境を乗り越えるための、ユニークな動物のシステムとして「冬眠・日内休眠」が知られ

ている。一部の哺乳類では、日長や環境温度を感知し、過酷な環境が来る季節や時刻に合わせ生体機能

を調節し、能動的低代謝を示すが、そのメカニズムはよく分かっていない。本研究では、動物がどのよ

うに概日時計を使って、日長やその他環境変化を感知・記憶し、生体機能を変化させているかを神経回

路レベルで明らかにすることを目的とする。 

 日内休眠における概日時計の影響を検証する為、野生型と時計遺伝子欠損型のマウスを用意し、これ

らのマウスに日内休眠を誘導させたところ、一日のうち特定の時間帯に日内休眠がみられる事を確認

した。この結果は、明暗環境および恒常暗環境においても同様な結果であった。この結果は、概日時計

が日内休眠のタイミングを調節している事を示す。 

次に、概日時計中枢である視交叉上核の神経活動リズムを計測し、日内休眠との関係性を検証した。、

電極を視交叉上核に挿入し、自由行動下マウスから視交叉上核の神経活動計測を行い、日内休眠を誘導

させたところ、視交叉上核の神経活動が最も低い暗期から日内休眠が誘導されることが明らかになっ

た。この結果は、視交叉上核の神経活動が日内休眠のタイミングを調節している可能性を示す。 
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